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懸
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右
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右
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右
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を
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　て
　
　
ず

　

揚

舟

土

手

通

秋　

に
ん
づ
け
う
り
て
の

　

番

職

責

人

聲

冬

さ
み

せ
ん

三
絃
茶
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燈
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句
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を
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し
て

く

　
　
ち
を
む
ぽ
に

序

授
二之

乳
母
輔

　

　

　

　

　

途

昌桃

太

郎

一序

　

　

　

る
や
て
　
が
　
を
　ら
ん
も一
を
　
　
　
　
さ
る
い
ね
き
じ
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　て
　
　
　
　
　
　㌧
　
　
　
　し
て
く
　
　
　
が
　
　
　
が
　
　
　
　
　た
び

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

汝

父

汝

母

。
　

一

桃

太

郎

將

下
征

鬼

島

㈲取

ヴ寳

也

。
　

猿

狗

維

從

焉

。

余

代

二其

父

母

一購

書

日

。

　

て
鬼
や
の
矢
と
も
だ
ち
と
　
　
　
　
　
く
さ
か
り
に
　
も
の
あ
ら
ふ
に
　
　
　
に
あ
り
よ
り
　
　
　
　
　
　の
　
　
　
　れ
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　ふ
　
　
　
　て

自

レ爲

二茶

飲

友

達

叩　

父

菱

レ
山

品

濃

レ川

。　

特

有

下自

一}川

上

一桃

之

流

來

亀也

。　

母

取

而

食

。　

蝿

捕穐

　

　

を
つ
け
さ
レ
す
　
　
　
に
　
　
　
　ま
　
　ひ
　
レ
て
わ
か
さ
と
き
の
す
ひ
つ
け
た
ほ
こ
を
　
　
　
　
ぶ
る
ぶ
る
ぜ
ん
と
コ
て
ねいしと
レ
あ
る
か
ん
ず
る
　
　
　
わ
か
や
ぎ
は
ら
ム
て

其

牛

分

附

拍

子

父

州
　

偶

憶

二出

少

時

吸

附

煙

草

刈
　

而

震

震

然

若

γ
有

レ
感

。
　

乃

鰍

乃

身

。

め
り
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　に
　
　
　
　
　
が
　
　
れ
て
　
　
と
り

あ
け
　
　
　
　と
び
は
ね
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

ぴ
ら
　
　
　
　
　
　
　
の

生

一法

於

山

之

下

川

之

上

幻
　

汝

生

末

昌取

暢

哺
　

飛

翔

有

γ力

。
　

一

如

金

牛

出

生

時

也

、

今

　

　

　

の
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
　
　
か
は
い
つ
こ
に
は
ね
び
さ
せ
よ
と
　
　
　
　
も
　
　レ
　
と
し
て
あ
ん
じ
　
　
　
　
　
　
れ
　
　が
　
　
こ
え
て
　
の
　
を
づ
　
　そ

歳

霜

昌鬼

島

之

行

幻
　

難

y日

昌
愛

子

爲

7振

子

。
　

而

靡

昌
日

不
7案

也

。
　

夫

鬼

島

喩

昌北

山

虚

言

八

　

　

　

き
は
の

の

　
も
り

　

の

き
み

　

　
に
ゾ
さ
つ
ま
い
も
ど
ら
や
き
の
み
な
ら
ん
や

　
　

を

へ

百

里

。

若

昌其

兵

糧

舶

則

有

昌
日

本

一

之

黍

團

子

叩
　

登

蕾

荷

積

鋸

焼

色

。

汝

以

昌其

ご

與

島

を

せオかじ
に

　

い
は

ゆ
る

か
な

ぼ
う

に

く

　

う
ち

で
の

こ

づ
ち

び

ぷ
く
ろ

之

猿

狗

維
蝿
　
大

加

勢

所

謂

金
嵩棒

於

鬼
噂也
。

百
聞
.

鬼

島

霧
島打

出

小

槌

及

延

命

嚢
叩

放

せ

を

　

に

さ
ほ

っ

を

に

は

そ
と

は

う
ち

う
レ
て

を

つ

け

合
目力

於

猿

狗

維

幻
　

曝

鬼

首

於

西

海

殉
　
則

鬼

外

編

内
。
　

可

τ長

鼻

下

一雨

特
出也
。
　

行

英

桃

　

　

　

つ
と
め
ま
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
び
の
び
レ
　
　
　た
っ
て

く
　
す
と
　
　
に
　
く

太

郎
。　

勉

旋

。　

猿

狗

維

桃

太

郎

欠

伸
。　

乃

起

日

諾

。　

燧

行
。

♂

無
蓋

會
稿

序

～

媒

惚

先

独
文
集

一
四
九



　

　

　

　

食

費

堂

記

　

　

レ
き
た

　

く

の

の

り

　

　

り

　

　
ひ
と
は
ね

　

　

　

　
に

て

　

　
　
を
な
つ
く

　

　

レ
よ
は
ヨ
え

此

堂

無

レ北

。
　
若

自生

厩

一然

。
　

中

有

二千

里

一

走

之

名

馬

叩
　

故

以

出
費

貧

堂

一名

焉

。
　

不

レ負

昌
糞

と
り

を

　

の
せ

は
ロへ
ら
く

を

れ

　

　

を

ぷ

　

の

お

う
ま
を

　

く

と

　
ろ

取

之

桶
輔
　
爪
レ乗
鱒循

樂

之

袴
刈

畏
萌

紳

之

神

馬
明

美
殿

様

之

御

局
噌

生

名
昌
貧

貧
刈
　

何

太

田

南

畝

集

一
五
〇

り

　
　

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に
し
て

　

　
く

　

　
レ

　

　
　
た
の

も

し

の

　

　

　

　

　

　

　

　
　
れ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
情
昌
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頼
母

子
之
初
會

目
色
。

有
レ花

有
v實
。

造
物
者
之
無
甕
藏
。

而
多
金

多
レ銭
。

墨
刑
聾

髄節

之
茶
熊

蝉
慈
顔
財
除
地
曝
鵜
之
醗
酵

艦
黙

職

業

藍

編
慧

を
　
　
　
に
　
　
あ
ま
り
も
の
　
り
　
　
　
　
　
り
　
を
　
　
　
に
　
　
　ま
じ
な
ひ
も
　
　
　き
か
　
　
　
レ
　
　
　
て
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
く
に

圃

座

敷
刈
　
飴

物

有
γ幅
。
　
張
二欲

心
市
司
　
兜

符

不
レ敷
。
　
若

夫

至
昌酒

終

膳

取
。
,人

寄

閣

開
輔

蝋
郵
窮
雅
織
瞭

外
腿
腰
弱
観
望

印
鴬
離
.勿
躍
蝶

可
爲
購
.欝

金

懸

盤
誰
場

之
庄
豪畔
　
伽
ぱ譲
昌暦
書
瀞
だ
戴
娩　
臨
鵜
漁
㍗　
一寮
らぎ藻
蕊
撤　
寺
㍗有
詰恥
』鞠
　
　d戦
が
劫
融
ボ
潔
　
　羅
罰

の
　
　
　
　
と
　
　
　
　に
　
　
　
て
は

よ
く

け
　
　き
に

み
　
ち
ん
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
つ
れ
て
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
せ
ん
ぽ
・,
つ
き
て
　
　
ま
じ
獄
ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

先

鋒

審

而

呪

符

起
。

物

名

因
二其

虚

幻
　

至
風欲

気

無
二微

塵

二

間

耳
。
　

本

圃

否

而

欲

心

盛
、

　

に
レ
て
　
　
の
　
　
　め
レ
つ
ぶ
を
　
　
ま
た
に
ぎ
る
い
も
レ
が
し
ら
の
　
　
　
を
　
　
　ほ
ん
く
ち
も
ず
　
あ
ね
ら
　
つ
ん
ぼ
ほ
ど
も
　
　
き
か
　
　
　
　も
　
れ
ほ
に
　
へど
も
と

或

懐
"持

佛

之

飯

粒

弔

文

握

昌鰯

頭

之

信

心
湘
　
中

口

不

レ當
。

聾

程

不

レ瀦

。

然

當
レ髄

錐
レ有

】

あ
ご
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　れ
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
り
と
く

跡

懸

之

苦

勢

州　

譲

レ人

亦

有

二縄

金

之

取

徳

一云

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

○
記

　



一

管
仲
-

老
馬

に
道

葎
ま

か

ぜ
て
故
國
に

蹄
の
・し
故
事

馬
で

も
飲
ん

だ

ガ
ー

當
時

通
用

の
戯
言

ん
　
　
　
　
　
の
　

う
ま
ぬ
す

び
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
レ
て
　
　
る

ぬ
く
こ
と
を
　
　
　
　
い
き
う
ま
の
な
な
こ
を
　
　
　
　
れ
　
　が
　
め
ぽ
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
れ
ま

有

昌常

州

之

盗

馬

虜

刈

身

白

楽

樂

。

忘

レ挟

昌江

戸

之

生

馬

眼

叩

夫

駒

勇

則

花

散

。

福

來

　

　

す
　
　
　
　
　れ
ぽ
を
　
　つ
　
　
　
　
を
　
　
　
　
れ
ぽ
を
　
　ふ
　
　
　
　を
　
　
　
　
　
　
　と
ず
む
に
　
　
　
　
　
　
　
　を
　
　
　
　
を
　
　ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を

則

人

死

。
　

遣

レ豆

打

昌太

鼓

判

渡

レ河

雫

昌先

陣

叩
　

不

レ如

レ止

昌千

里

之

足

刈
　

何

用

レ借

二

鞍

之

胴

賦

ど
も
　

　

　

は
　

　

て
　

　
な
づ
け
　

　

　

は
　
に
み
て
さ
へ
　

　
し
　

　

り
　

　

　

　
と

　

　

　

　

ひ

ま
ハもそ
を

　

　

　
て
は
　

　
ねのい
　
ざ
と

難

シ然

龍

馬

角

成

而

名

　

春

駒

夢

見

而

善
。

爲

二
士

百

姓

舶
　

則

輪

島

蟹柴

刈
　

爲

一
新

吾

庄

司

　

　

　

　

　

の
る
は
レ
り
ら
ま
に
い
も
ほ
り

の

　

　
　

る
は
の
ち
え
を

　
　

の

　

　

の

の

　

か
ぐ
ロま
の
へ
を

則

曝

馬

口些

　

騎

尻

馬

一芋

劉

坊

主

辮

慶

也

.
　

借
輔馬

智

一劫

略

奉

行

管

仲

也

、
　

此

堂

亭

主

。

ど
こ
の
う
ま
の
ぼ
ね
を
や
　
　
だ
か
　
　
で
も
　
　
た
か

だ
ら
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
は
お

う
ま
の
く
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

何

庭

鞍

骨
。

飲
レ馬

乎

食
レ酒

手
。

抑

馬

頭

観

音

之

出

現

鰍
。
　
將

馬

糞

先

生

之

弟

子
鰍
.

を
　
す
　

と

是

爲

レ記

.

O
傳

　

　

　

　

　

窯

惚

先

生

傳

　

は
け
　
た
う
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ま
う
ざ
う
に
　
り
レ
　
と
　
　
　
に
レ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ
レ
や
う
　
　
　
　
　
に
　
す

先

生

毛

唐

人

也

。

其

先

郁

郵

魯

生

。

忘

懇

篤

γ王

苗

喬

。

而

爲

u毛

唐

人

費

正

也

。

故

號

一

　

と
　

ヤ
か
レ
く

　

　

　

　

　

　

レ
う
つ
もを
　

　

に
　

　

　

　

　

る
ず
ぢ
　

　

と
　

　

じ
て
く
　

な
れ

に
　

に
　

て

媒

惚

舶

昔

昔

立

宗

皇

帝

級

二親

楊

貴

妃

幻

而

天

下

爲

一一筋

夢

中

奏

。

数

日

。

爲

レ夢

爲

レ夢

。

於

に
　
て
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　ね
が
へ
り
を
づ
つ
　
や
　

ま
　
と
に
　
　
　
　
　
　
　
　
き
や
う
の
　
お
ほ
さ
か
の
ゆ
め
を

レ
　
　
　
　
　
て
　
　
　
に
　
て

を
る

レ是

乗
白

河
夜

舟
明
　
而

反
面

此

野

馬

牽

也
。爾

来

秀
出京
夢

大

阪

夢

久
突
。

至
=先

埜

始

届
出

ね
む
る
は
な
の

　

　
に

　
　

の

ゆ
め
み
て

を

　

ち

は
ら
め
る
ニ
と

　

は

あ
さ

ね

　
う

よ
ひ
ま
ど
ひ

　

　

て
ら
ず

眼

花

之

御

江

戸
輔
　
先

生

母

夢
思

想
輔

乃

有
レ身
。

先

生

朝

媒

房

而

賓

蓮

池
。

未
四嘗

有
菖

無
徳

先

生

丈
集

一
五

一



太

田

南

畝
集

一
五

二

此
虜
に
雲
雨

彼
虜

に
玉
繭

・f
李

假
名
盛

衰
記
梅
が
枝

無
間

の
鐘

な

つ
く
虜

の
文

句

レ

に

　

　

57
て

ね

ぼ
け
る
に

く
レ

の

を

に

す

の

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て
ふ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と
ま
る
こ
と
を

臥

於

子
亀起
昌於

寅

一焉

。

　

　

　

　

　

　

　

　

當

二其

諜

惚

叩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

則

善

・唐

人

之

寡

言

司

殊

愛
曜荘

子

夢

鷹

島蝶

々
幻

而

止
豊

干
藩
鐸

且
飾
飢
劫
翼
匝
暎
鏡
僻
煙

+窯

一
富
士
ご
瀞

三
療
で

皆
煽
所
琢
難

た
か
ら
ぶ
ね
を
み
る

は
つ
ゆ
め
に

　
　

ど
も

　

は
ず

せ

る
を

を

　

　
　

の

は

　

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　
ニ

寳

塑

看

豊
初

夢

也

。

然

先

生

不

レ欲

レ夢
レ之
。
　

先

生

之

夢

也
。
　

唯

忘

想

與
昌
ご

重

夢

耳
。
　

賢

く
　

ね
て
　

　

　

　

を
　

さ
め
て
　

く
ふ
と
め
レ
を
　

く
そ

　

き

レ
て
ね
て

お
き
て
　

　

の
ね

ご
と
　

ち
ん
ぷ
ん
か
ん
く

た
り

日
。
　

媒

不
レ待

栗

報

輔

膳

則

登
呂粟

飯

輔
　

食

而

糞

森

而

興

、

唐

人

殊

言
。

陳

奮

翰

翰

.

先

　

ね
　
ぼ
け
に
か　
　
　
　
　
　
う
つ
しか
　
ま
ぼ
ろ
レ
か

生

媒

憾

辛
。
　

夢

乎

現

乎

幻

乎
。

○

銘

.

つ
ほ

ご
ら

壷

皿

銘

　

　

れ
　

せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　だ

っ
ぶ
れ
　
　
　
　
ち
ゃ
う
か
　
は
ん
か
　
　
　
　
　
　
す
る
　
　
　
を

は

さ
い
か

壷

皿
雑
種
　
　

真
箇
末
濃

　
　

偶
邪
奇
邪
　
　

決
昌勝

員
一著
采
邪

無

間

鐘
銘

　

の
　
　
　
つ
い
て
　
　
　や
す

無

間

之

鐘

撞

而

不

レ休

　

の
プ
ま
は
　
　
　
　
あ
く

地

獄

釜

猶

可

レ嚢

也

ニ
し
に
　
　

　
　

か
レ
こ
に

此

三

爾

彼

五

雨

　

の
　
は
　
　
　
　
　
む

借

金

淵

不

γ可
γ浮

也

ず
　
　
　
　
　
　
　の
　
　
　
　
ニ

　

　

　

　

　

　

こ

慮

昌
三

百

爾

之

求

繭



一

○
賛

　

　

　

い
ち
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　

　

　

　

一
枚

絶

瀬

川

菊

之

丞

賛

ふ
は
を
　
　な
り
と
　
　
　
　
と
　

な
り
か
の
も
の
　
　
　
　ふ
は
を
　
な
り
と
　
　
　
レ
ほ
と
　
　
な
り

ぶ
り

日
昌是

男
一　

其

名

與
昌被

物
噛　

日
昌是

女
一　

真

顔

與
昌形
貌
一

な
り
　
　と

　
　
　

と
　
　
は
た
そ

爲
レ男

爲
胚女

者

誰

　

瀬

川

菊

字

路

老

舗
敦
骸
酬
子

に
レ
ゆ
ひ
わ
た
を
　
　い
に
だ
く
　
　
　
　
　
を

紋

昌結

綿

一　

戴
昌紫

帽

子
一

○
論水馨

1懸霞

論え

天
道
府
養

母

有
海

弗
.軌
餐
葺

石
蔑
鎌
蝿

劔
蝶

而
爵
偽
購
.銭
慨
簿
撫
蝶
剰

民

諸
徳
瀞
躍
..
馬
盗
難
果
報
膿
織
三
年
纏
罵
岳

蟹
穿

潔
㎡

鄭
踊
之
権
ゼ

麟

虻

」。蔚
,搬
鳳
亀
.

臥
士
.

臥
農

民
毛

臥
商

魚
虻

四
葬

爽
爲
融

和
浪
盈

照

る
　

　
も
に

き

き
も

こ

じ
き
と
　

　

に

り
　

　

　

　
を

ふ
　

　

　

　

　

　

　

　

　
し
ぼ
ら
く
お
く

　

　
れ
ぽ

な
ら
　

　
と
な
る
　

　

　
と

爲
τ不
γ持
呉

羅
一乞

食
掴
　

別

有
智以
二

藝
一食

者
胡
　
櫓

脚
道

者

姑

舎
。
　
不
レ爲
二儒

者
一鶴
3醤

老
司

無

徳
先

生
丈

集

一
五
三



太

田

南

畝
.
集

一
五
四

道
三
一
今
大

路
道

三
の
流

派長
雄
-

和
様

【
則
学
術
】

衆
方
規
矩
一

薬
方
の
書

葎

昌ヂ
習
師
匠
短
籍

曝

律

詩

ん
鼻
歌
轟

立
花
連
誹
鞠
楊
弓
甥
総
譜
湯
払
謝

曝

剣
術
鷲
侮
弓
馬
軍
學
之
弼
武

晋

驚

逓
磁

馨
%
建
立
燭

相
無

熱

珠
風
解

塾

則
塗

残

之
騰

而
味
中馨

之
糞
穐

糞
味
壁

面
狩

善

糞
器
寒

醍

雑

然
儲
之
離
梶

遊
藝
之
兜
武
舞

猫
可
慨

儒
貼
儒
憂

欝

簾

亜載

珠
出遊
鼠

箆鐘

聾

珠
武

器

欝

聾

整

ハ流
流
だ
飛

而
簾
二
更

騰
銘
乳
色

鳳
有
昌今心
佛
法

華
明
麗
鶴
昌唯

馬

跳

論
稿
二朱
子
御
盆

髄
島
島道
三
張
仲
量

手
職

昌欝
鰹
鵬
錐

纏

鶴
和

繍
唐

董

識

脇
盾

明
宋

元
囎

甑

脇
近

膿
萬

茎

立
花
蓮
誹

剣
術
煮
毎

以
下
・

難
有
諸

流
費

謙

7
.
神
佛
於
曜

一
南
部
.念
佛
法
弊

汐
衡
弾
で

無
期
罪
之
麟

際

謙

.罐

碓

大
儲
之
爲
朱

子
學
萱

。耐
姉
耐
曝
ぺ
.鮨

.縢
㎡
盈
露

纏

砦

編

五

常
之
雌

.韓
、些
格
物
致
知
之
搬
.
馬
手
之
.禮

.
則
則
礎
譲

糞

酵
爲
盈
蝶

理
世
・
爲
盈

徐
脈
表

麟
娘
盈
嬉

戯

姐
昌機
鰯

坂
出陽
春
白
墨
爲
魏
墾

鋳
藩
構
燐
鷲
難

日
武

"へ
ぼ

　

と

て

　
　
と

　
　

は
て
は
ほ
つ
す

　

　

に

　

　
"へ
ん
と
を

　

　

　

　

　

に

雛
織
惣
欝

謹
驚
糠
灘
嬬鞠{



総醗

雌税即鞭
燐

無
大鷺

雛

謙
欝

噸欝

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

蜥

也

唐
詩
愚

外
不
能

海

之
.

給
之
爲
和

弦

上
呂於
某
信
箋

爲
唐

書
止

於
阿

山

人
皇

弊

誌
節
唐

野

曝

沢
之
仕
既

而
㍉
呂宋
元
刈

朱
子
學
之
語
録
曳

激
之

爲
遊

曝

娠
誤

認
轟

震
蕩

薬
司

温
泉

霧

曝

名
如
露
.太
ガ
.襟

薦

而
、藤

欝
欝
嚇
蜘
雛
欝
讐

○
書

膿

　
　
　
　
　
興
長

松
絶

交
書

犠
欝
欝
諜
綾響
誌
紘
篶購蟻
酸
獣
離
漿
擁

媒

惚

先

生
丈

集

一
五
五
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集

一
五
六

汝
戦
備

ボ
弊

舞
舞
匁
掻
、舞

舞
斑
葉
鵤
嫌
物
部

而
舷
配
御

監
獄

魁
麟
草
履

隈
麟
搬
が
諸
會
㍉

余
田
ズ
入
御
響

況
男

臼
傍
輩
皆
余
罐

則
汝
鳳
第

嘱
豆
獣

　

　

　

　

　

　

　

レ
て
け
ぬ
　
に
　
　
　い
は
ゆ
る
た
ロゑ
ぐ
り
な
ら
ん
か
　
　
　
　つ
て
を
　
つ
て
を
　
　
　
　
　
　
　ゆ
び
き
り
を

可

也

。
　

常
呂其

時

一喧

嘩

買
レ女
。
　
所

謂

七

陰

嚢

乎

。
　

断

γ観

経

γ交

。
　

不
呂敢

指

切
叩
　
以

上

。

　

　

　

　

長

松

足

下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
金

太

郎

白
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附

録

　

　

　

　
.

　

　

　

　

　
病

名

銭

神

論

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奥

北

海

天

民

著

憂

寓
昌不
レ測

之

神
岡　

化

屡
昌自

然

之

理
叩　

托
レ物

以

彰
昌其

櫻
踊
　

随
γ事

以

見
昌其

用
噸　

如
昌後

腐

艸

田

鼠

之

化
舶　

吾

特

依
二月

分

所
7記
。　

以

明
二其

儀
一而

已
。　

愛

知
出典

必

然

否
舶　

其

最

著

明

者
。　

濁

於
煙

管
一見
レ之
。　

於

乎

煙

管

也
。　

汝

本

是
人

間

之

玩

器
。　

其

勢

特

多
。　

日

夜

不
レ離
手

裏
刈

焦
出頭

於
火

中
鱒

委
尾

於
人

口
刈
　
動

臨
唾

壷

中
司
　
傷
膚

金
石
舶
　
偶

値
晶

賓

客

上

塗

之

時
明
　
爲
呂憧

僕
一所
昌磨

礪
輔
　
則

顔

色

難
詰更

新
叩
　
巌

・痩

目

盒

甚
。
　

悲

哉
。
　
霊
亀

予

呼

吸

断

絶
幼

姿

績

不
γ救
。

刎
γ頭

而

謝
功

。
　
則

化
爲
昌異

物
刈
　

受
昌業

白

水
眞

人

之

門
鴨

然

俗

猶

呼
レ汝

爲
呂病

目

鏡
明　

以
三具

不
レ能
二猫

行
司

奔
レ汝

不
レ顧

焉
。

遽

隠
昌塵

埃

之

間
湘

錐
レ然

方
雪眞

人

將
ヴ集
呂
一
百

之

衆
司　

若

訣
二其

一
一則

百

方

無
.慮
レ之

者
叩　

常
呂此

時
一起

充
昌其

獣
司　

則

九

十

九

孔

方
。
　

不
レ能
レ拒
昌汝

醜

悪
刈
　

一
墾

以

爲
二天

下

之

通

寳
舶
　

吾

於
レ是

乎

知
呂汝

徳

之

大
池

。
　
無
二
一
銭

月
面

有
昌百

鏡

功
叩
　
昔

人

嘗

薯
昌鏡

紳

論
叩
　

以

表
彼

眞

人

之

徳
輔
　

今

吾

無

徳

先
生

丈
集

一
五
七
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田

南

敵

薬

一
五
八

又

表
出汝

之

功

徳
幻
　
以

終
昌真

言
鱒
　
諺

云
。
　
鍋
物

三
年

亦

有
レ可
γ用

者

焉
。
　
其

斯

之

謂

鰍

遽

作
レ費

目
。　

百
戦

百

勝

一
將

才
。　

百

文

百

敷

一
銭

財
。　

言

未
レ己
。　

川背
銭

現
昌其

紳
一驚

日
。
　
鳴

呼

乃

北

海

之

野

人
。
　
徒

好
昌末

學

性

理
幻
　

不
レ能
レ知
昌天
地

之

大
道
叩
　

夫

攣

化

之

無
レ窮

　
造

物

者

愈

黙

契
。　

吾

眞

銅

亦

自

終
盤其

彼

而

已
。
　

量

律
呂人

間

利

害
●而

索
駈賞
銭

名
ω爲

乎
。

唯

願

成
昌大

佛
岡

鳴

呼
乃

言

過
突
。

鴫

呼

乃

言

過

突
。

媒
惚
先
生
文
集
初
編

終



惚
先

生
文

集

●

五
九

物

茂

ら

い

題

　

　

れ
に
　
　
　
の
　
と
　
　
　て
　
び
や
う
あ
み
が
さ
う
　
　と
う
に
ね
つ　
　
　
の
　
　ふ
も
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
り
　
　
　
　
い
か
ん

武

士

爲

浪

人

身

魂　

手

被

編

笠

路

頭

立

。　

其

諸

島小

謡

輔　

亦

復

両

々
。　

濁

奈

昌近

来

文

の
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

す
　
　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
じ
き
が
か
せ
ぎ
に
く
ふ

き
　
き
の
め
レ
を
　
　
と
り

こ
み
　
　
　
　
　

ど
ず
　
　
ら
　
ゲ

集

初

篇
舶
　

傘

鷹
島浪

人

刈　

不
γ如

何

物

乞

児

捺

食

出貝

器

飯
刈　

取

籠

勝

負

殆

不
レ可
レ聯

奏
。

　

ず
る
に

を
　

　
ポ

ん
ど
き
　

に

す
じ
や
嘉

ん
に
　

も
ん
　

と
レ
て
り
　

の
め
ん
?

に

あ
に
事

　

な
ら

今

賢

昌此

集

一。　

銭

取

幾

蓋

。　

頓

復
昌常

談

輔　

三

文

宛

然

在
昌人

面

桶

叫　

量

不
出餓

計

一乎

。

　

か
つ
て
い
ふ
　
　
　
　
　
く
れ
　
は
　
ぜ
に
　
　
　
　
ふ
に
レ
　
　
　も
ん
ぜ
に
　
に
ひ
と
つ
ぜ
に
の
な
る

非

人

曾

謂
。
　
不

レ呉

者

銭
。
　

想

當

写百

文

銭

爲

二

鋒

道
戯
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